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「霧島山火山防災イベント 2026」実施要項 

 

１．名称 

  霧島山火山防災イベント 2026 

 

２．主催・共催・後援 

主  催  霧島錦江湾国立公園管理事務所 

共  催  霧島山火山防災協議会、霧島ジオパーク推進連絡協議会、宮崎地方気象台、 

宮崎河川国道事務所、宮崎森林管理署都城支署、陸上自衛隊えびの駐屯地、

えびの市、湧水町 

後  援  えびの高原事業者一同 

 

３．趣旨 

2025年 6月の新燃岳噴火を契機に高まる防災意識を踏まえ、霧島錦江湾国立公園の来訪者

や地域住民が、活火山である霧島山の特徴・魅力や火山防災に対する正しい知識・行動につ

いて様々な体験プログラムを通じて学び、理解を深める機会とする。 

また、本イベントの試行開催をきっかけに、霧島地域で環境教育学習や火山防災に取組む

関係者が協力・連携してイベント開催することにより、関係者間の協力・連携体制の強化を

図り、地域全体で取組む恒例イベントへと磨き上げを行う。 

 

４．開催概要 

 １）開催日時  令和 8年 8月 29 日（土） 10：00～15：00  

２）開催場所  えびの高原（宮崎県えびの市末永）（環境省所管地内） 

３）参 加 費  入場無料 

※防災食体験は 1人 2,000円が必要（キャンプ場事業者が当日現金徴収） 

※防災キッチンカーの利用時は飲食代が必要 

        ※イベント保険は環境省業務にて加入 

※車での来場者は協力金として別途 500円(乗用車一台利用の場合)が必要 

 ４）実施内容  ①霧島ジオパークガイドツアー 

     ②子ども火山クラフト体験 

         ③岩石・鉱物の観察・触れるゾーン・火山灰サンドアート 

         ④パネル展示・自衛隊レンジャー体験 

         ⑤防災食体験プログラム 

         ⑥えびの高原クイズラリー 

         ※①、②、⑤は事前予約制。 

     ＜申込フォーム＞ 

・①霧島ジオパークガイドツアー – フォームに記入する 

https://forms.office.com/r/9nrMbbTSBf
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・②溶岩実験・弁当パックで作る霧島山立体模型 – フォームに記入する 
・⑤防災食体験プログラム – フォームに記入する 

５）備  考  ・小学生以下の参加は、保護者同伴が必要となります。 

・荒天の場合、本イベントは中止。中止判断は前日の 8月 28日(金)までに

行い、中止の場合はえびのエコミュージアムセンターＨＰ（https://ebin

o-ecomuseum.go.jp/）にてお知らせします。 

・当イベント内で撮影した写真は、環境省ホームページやパンフレット等に

使用する場合があります。 

・参加申込み時に得た個人情報は、当イベントのみに使用します。 

 

５．会場（晴天、雨天同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓐえびのエコミュージアムセンター 

・霧島ジオパークガイドツアー受付 

・子ども火山クラフト体験会場 

・岩石・鉱物観察コーナー、火山灰サンドアート体験会場 

・えびの高原クイズラリー受付、景品交換 

 

Ⓑピクニック広場・足湯の駅えびの高原 

・パネル展示 

・自衛隊レンジャー体験 

・防災キッチンカー出店 

 

Ⓒえびの高原温泉キャンプ村 

・防災食プログラム受付、体験会場 

 

 

Ⓐえびのエコミュージアムセンター 

 

Ⓑピクニック広場 

足湯の駅えびの高原 

 

Ⓒえびの高原温泉キャンプ村 

 

https://forms.office.com/r/hv8pwmA8C5
https://forms.office.com/r/pPLGRXTyuP
https://ebino-ecomuseum.go.jp/
https://ebino-ecomuseum.go.jp/
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６．実施内容の詳細 

①霧島ジオパークガイドツアー 

霧島ジオパーク推進連絡協議会の専門員による現地解説ツアー 

・講  師：霧島ジオパーク事務局専門員 石川 徹 氏 

・場  所：えびのエコミュージアムセンター、えびの高原内 

・時  間：午前の部 10：00～12：00、午後の部 13：00～15：00 

・定  員：午前の部 20名、午後の部 20名 

・申込方法：事前予約制（先着順） 

・行  程：えびのエコミュージアムセンター出発→えびのエコミュージアムセンター第 2駐

車→韓国岳登山道沿い→つつじヶ丘付近のガレ場→つつじヶ丘→屋外スケート場

付近→えびのエコミュージアムセンター到着（2時間程度） 

 

薬剤散布

樹幹注入

G S

・屋外スケート場付近
えびのキャンプ村周辺の地層観察。

イメージ画像

・つつじヶ丘
火山活動がもたらした温泉
の恵みに感謝して祀られた
場所。えびの高原温泉の歴史
は古く、天然温泉として観光
客に親しまれていたなど。

・つつじヶ丘付近のガレ場
土石流の痕跡や植生の回
復（植生遷移）の様子を監
察。

・えびのエコミュージアムセ
ンター第2駐車場
かつて周辺では噴気が各所
から立ち上がっていた話や
硫黄精錬所があった話など 。

・韓国岳登山道沿い
かつては上流に露天風呂
があり、川湯温泉として親
しまれていたなど。

観察場所地層
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②子ども火山クラフト体験 

〇溶岩実験 

霧島山の立体模型の上から、溶岩流に見立てたココア水を注射器で落とす実験 

〇弁当パックで作る霧島山立体模型 

 弁当パックのふたを重ねて霧島山の立体模型を作る工作 

・場  所：えびのエコミュージアムセンター レクチャールーム 

・時  間：午前の部 10：15～12：00、午後の部 13：15～15：00 

・定  員：午前の部 10組、午後の部 10組 

・申込方法：事前予約制（当日受付も可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③岩石・鉱物の観察・触れるゾーン・火山灰サンドアート 

 霧島地域で見られる岩石や鉱物を展示し、色や形、特徴の違いを観察。火山灰を用いたサンド

アートでオリジナル作品を制作（完成した作品は記念に写真撮影して持ち帰り） 

・場  所：えびのエコミュージアムセンター 

・時  間：10：00～15：00 

・定  員：なし 

・申込方法：随時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

溶岩実験 弁当パックで作る霧島山立体模型 

イメージ 

イメージ 
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④パネル展示・自衛隊レンジャー体験 

各共催団体のパネル展示等を通じて、国立公園や霧島ジオパーク、防災などの学習機会を提

供。陸上自衛隊によるレンジャー体験を通して、ロープワーク等の実用的な防災対策を体験 

〇パネル・動画等の展示（各共催団体が所有する展示資料などを持ち寄る） 

〇自衛隊によるレンジャー体験（１ｔトレーラー・装備品の展示、ロープワーク、人命救助 

システム体験など） 

〇災害に役立つキッチンカーの出店 

・場  所：ピクニック広場、足湯の駅えびの高原 

・時  間：10：00～15：00 

・定  員：なし 

・申込方法：随時      

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤防災食体験プログラム  

〇食品の家庭備蓄など防災時に役立つ情報の提供 

〇えびの高原温泉キャンプ村、えびの高原ホテルとコラボした有料調理プログラム（ポリ袋で

作るナポリタンと、段ボールオーブンを使ったピザ焼き体験） 

・場  所：えびの高原温泉キャンプ村 

・時  間：9：30～12：30 

・定  員：10 名（ピザ・パスタ 1セット 1名様分、計 10セット） 

・参 加 費 ：1セット 2,000 円 

・申込方法：事前予約制 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンボールオーブン 

 

イメージ 
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⑥えびの高原クイズラリー 

 えびの高原一帯を巡るクイズラリー。霧島錦江湾国立公園や霧島ジオパークの魅力、防災対策

をテーマにした全 10 問を出題。参加者は各スポットを巡りクイズに挑戦して、楽しみながら地

域の自然や防災について学ぶ。全てのスポットを巡った参加者は受付会場でノベルティと交換 

・場  所：えびの高原一帯 

・時  間：10：00～15：00 

・定  員：なし 

・申込方法：随時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．当日のタイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 


